
ⅰ
）

自
動

土
壌

処
理

機
の

場
合

ⅱ
）

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ー
又

は
バ

ッ
ク

フ
ォ

ー
の

場
合

単
位

ｍ
ｇ

／
ｌ

ⅰ
）

ネ
オ

ナ
イ

ト
の

使
用

目
安

は
１

～
２

０
０

ｋ
ｇ

／
㎥

ⅱ
）

養
生

は
1
～

３
日

間
を

標
準

期
間

（
土

壌
、

有
害

物
質

に
よ

り
変

化
す

る
）

ⅲ
）

土
壌

性
状

が
変

化
し

た
場

合
で

も
、

プ
ラ

ン
ト

の
変

更
な

し
に

ネ
オ

ナ
イ

ト
の

種
類

を
変

え
る

こ
と

で
対

応
で

き
、

汎
用

性
が

あ
る
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―

処
理

土
　

フ
ッ

素

― ― ―

Ｎ
Ｄ

処
理

土
　

鉛

―

Ｎ
Ｄ

Ｎ
Ｄ

処
理

土
壌

再
利

用
・

搬
出

再
利

用
・

搬
出

処
理

土
壌

自
走

式
土

壌
改

良
機

自
動

計
量

撹
拌

・
混

合
（

安
定

・
不

溶
化

）

0
.
1
5

処
理

土
　

砒
素

Ｎ
Ｄ

Ｎ
Ｄ

Ｎ
Ｄ

―

原
土

壌
　

フ
ッ

素

混
合

･
撹

拌

養
生

―

汚
染

土
壌

測
量

ネ
オ

ナ
イ

ト
散

布

―

0
.
3
8

自
動

土
壌

処
理

機
、

バ
ッ

ク
フ

ォ
ー

、
ベ

ル
コ

ン

―

原
土

壌
　

鉛
汚

染
土

壌
土

質

ⅳ
）

ネ
オ

ナ
イ

ト
は

環
境

負
荷

が
低

い
の

で
、

長
期

安
定

性
が

あ
る

※
Ｎ

Ｄ
値

は
検

出
限

界
値

　
土

壌
汚

染
対

策
法

の
溶

出
値

は
砒

素
・

鉛
０

.
０

１
、

フ
ッ

素
０

．
８

ｍ
ｇ

／
ｌ

0
.
0
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.
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設
備

能
力

土
壌

汚
染

対
策

法
・

水
質

汚
濁

防
止

法
の

溶
出

基
準

値
以

下
（

砒
素

・
鉛

０
.
０

１
、

フ
ッ

素
０

．
８

ｍ
ｇ

／
ｌ

以
下

）

６
．
適
用

稼
働

時
間

主
要

機
器

工
場

跡
地

（
粘

土
質

）

工
場

跡
地

（
砂

質
粘

土
質

）

５
．
溶
出
試
験
デ
ー
タ
（
実
績
）

８
時

間
／

日

７
．
処
理
フ
ロ
ー
　
施
工
状
況

―
　

汚
染

土
壌

含
有

有
害

物
質

を
土

壌
汚

染
対

策
法

・
水

質
汚

濁
防

止
法

の
溶

出
基

準
値

内
で

適
正

処
理

　
―

　
汚

染
土

壌
が

自
然

由
来

か
人

為
的

か
に

よ
り

掘
削

方
法

を
変

化
さ

せ
、

自
動

土
壌

処
理

機
、

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ー
ま

た
は

バ
ッ

ク
フ

ォ
ー

で
対

象
と

な
る

土
壌

に
適

切
な

ネ
オ

ナ
イ

ト
を

選
定

後
、

撹
拌

混
合

後
一

定
時

間
養

生
し

、
自

社
分

析
施

設
に

て
準

則
に

公
定

法
分

析
を

行
っ

た
後

、
場

内
再

利
用

又
は

、
場

外
搬

出
す

る
。

ⅰ
）

小
規

模
処

理
が

大
幅

に
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
ⅱ

）
産

業
廃

棄
物

の
発

生
を

抑
制

ⅲ
）

有
害

物
質

に
よ

る
複

合
汚

染
に

も
適

用
ⅳ

）
無

粉
塵

（
液

体
状

態
で

散
布

）
で

の
無

害
化

処
理

を
開

発
ⅳ ⅳⅳⅳ

） ）））
天

然
無

機
材

料
天

然
無

機
材

料
天

然
無

機
材

料
天

然
無

機
材

料
ゼ

オ
ラ

イ
ト

ゼ
オ

ラ
イ

ト
ゼ

オ
ラ

イ
ト

ゼ
オ

ラ
イ

ト
、 、、、

石
灰

質
石

灰
質

石
灰

質
石

灰
質

を ををを
主

原
料

主
原

料
主

原
料

主
原

料
と

し
て

と
し

て
と

し
て

と
し

て
自

然
自

然
自

然
自

然
に

や
さ

し
く

に
や

さ
し

く
に

や
さ

し
く

に
や

さ
し

く
、 、、、

盛
土

盛
土

盛
土

盛
土

、 、、、
覆

土
覆

土
覆

土
覆

土
、 、、、

路
盤

材
路

盤
材

路
盤

材
路

盤
材

で ででで
再

利
用

再
利

用
再

利
用

再
利

用

土
壌

投
入

掘
削

汚
染

土
壌

１
．
処
理
の
目
的

ネ
オ

ナ
イ

ト
投

入

養
生

形
式

自
走

式
自

動
計

量
撹

拌
混

合
方

式

２
．
処
理
計
画

３
．
処
理
の
特
徴

処
理

後
土

壌
条

件

４
．
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
概
要

ⅰ
）

自
動

土
壌

処
理

機
の

場
合

、
対

象
土

の
汚

染
状

況
に

合
せ

、
ネ

オ
ナ

イ
ト

と
汚

染
土

壌
を

自
動

計
量

し
、

プ
ラ

ン
ト

内
で

撹
拌

・
混

合
処

理
を

行
う

。
ⅱ

）
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
ー

又
は

バ
ッ

ク
フ

ォ
ー

の
場

合
、

土
壌

を
測

量
し

た
後

、
対

象
土

壌
に

適
正

な
ネ

オ
ナ

イ
ト

を
散

布
し

、
撹

拌
混

合
作

業
を

行
う

。

対
象

と
な

る
原

土
壌

性
状

２
０

～
３

０
㎥

／
ｈ

（
自

動
土

壌
処

理
機

）

含
有

量
が

土
壌

汚
染

対
策

法
以

下
の

土
壌

　
（

砒
素

・
鉛

１
５

０
、

フ
ッ

素
４

,
０

０
０

ｍ
ｇ

／
ｋ

ｇ
以

下
）

0
.
1
5

0
.
0
0
1ネ
オ
ナ
イ
ト
工
法
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
無
害
化
（
不
溶
化
）
処
理

　
工

事
に

伴
い

有
害

物
質

を
含

む
土

壌
を

掘
削

す
る

場
合

、
雨

水
、

湧
水

等
排

出
水

に
有

害
物

質
が

流
失

す
る

の
を

防
止

す
る

。
さ

ら
に

地
下

水
の

汚
染

防
止

や
、

近
隣

住
民

・
周

辺
の

環
境

影
響

を
配

慮
し

、
無

粉
塵

に
て

大
量

土
壌

を
処

理
可

能
と

な
り

場
合

に
よ

っ
て

は
自

動
土

壌
処

理
機

等
を

設
置

し
、

汚
染

土
壌

の
適

正
処

理
を

行
う

。
対

象
有

害
物

は
、

砒
素

、
鉛

、
フ

ッ
素

、
カ

ド
ミ

ウ
ム

等
の

重
金

属
類

。

―

橋
脚

基
礎

工
事

現
場

（
粘

土
質

）

ビ
ル

建
設

工
事

現
場

（
砂

質
粘

土
質

）

原
土

壌
　

砒
素

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
（
ツ
イ
ン
ヘ
ッ
ダ
ー
）

バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
に
よ
る
不
溶
化
作
業


